
 

 

２０２５年４月１０日発行 会報第１２３１号 

今週のプログラム 

（2025年 4月 10日 第 1231回例会） 

 

「クラブの現況作成と能登支援活動について 

意見交換会」 

 

担当：藤田芳浩 幹事 

 

次週のプログラム 

（2025年 4月 17日 第 1232回例会） 

 

「創立記念例会企画について意見交換会」 

 

担当：藤田芳浩 幹事 

 

第１２３０回例会 （２０２５年 ４月 ３日）の記録 

録 

＜会長の時間＞                             高尾 修 会長 

 

「4月は環境月間」 

４月２２日は「地球の日：アースデイ」です。 

環境月間での大橋秀典ガバナーのメッセージを披露させて頂きます。 

これは国際連合教育科学文化機関（UNESCO）が、１９６９年に提起した記念日で「環境問題につ

いての討論集会」を開催した４月２２日が選定されました。地球や環境問題について考え、一人ひ

とりの自由な発想と行動を促すことを目的としています。アースデイは、今や世界的な記念日のひ

とつとして知られており、１９９０年頃から日本でも大規模なイベントが開かれています。具体的

には、ゴミ拾いやシンポジウムの開催が行われています。 

 国際ロータリーでは、２０２１年に「環境」を重点分野に指定し、２０２２年から４月を「環境

月間」と設定しました。 

それ以来、天然資源の保全、生態学的な持続可能性の促進、地域社会と環境の調和促進など、全

世界のロータリー・ファミリーが環境プロジェクトに力を注いでいます。世界で生産される果物、

野菜、肉、その他の食べ物の三分の一は、食卓に上がることが有りません。畑で未収穫のまま腐っ

たり、貯蔵庫で台無しになったり、冷蔵庫の中で忘れられたりしてゴミとなっているのです。この

ように食べられなかった食料が、栽培されてから廃棄されるまでに大気中に放出される二酸化炭素

の量は、毎年４４０万ギガトンに相当すると言われています。コロンビアとカリフォルニアのロー

タリークラブは、非営利団体と協力して、余剰農産物を使って安全な食品処理及び加工技術の研修

を提供するセンターの設立に取り組んでいます。 

このプロジェクトは、食品廃棄物を１５％削減すると同時に雇用機会を創出し、持続的な地域社

会の発展にも寄与しています。 

ロータリー財団の補助金を使うことが出来ます。 

 



  
＜お客様＞ 米山奨学生   グエン カム フン 様 

＜出席報告＞      水本 徹 SAA 

会員数 17 名（内出席免除会員 1 名） 

本日の出席者数        12 名 

（内出席免除会員 1 名・名誉会員 0 名） 

本日の出席率        70.59％ 

＜ロータリーソング＞      全員 

♪君が代♪  ♪奉仕の理想♪ 

＜本日の食事＞ 

         

＜幹事報告＞                             藤田 芳浩幹事 

 

1、本日 例会終了後 ４月理事会を開催いたします。 

お時間のある方は、ご参加ください。 

 

2、今週５日（土）2025-26年度のための地区研修・協議会開催されますので出席を取ります。 

   場所：大阪国際会議場  【登録受付】10階 1003号室 

 

3、本日、最終的に事務局の鍵を返却し、事務局が閉鎖となります。 

固定電話は解約します。事務局 新電話番号  ０８０－４０８３－６８７２ 

宜しくご理解願います。 

 

4、国際ロータリー第２６６０地区 ＩＭ２組「２０２４－２５年度 ＥＸＰＯフェスタ」 

２０２５年４月２６日（土）１４時～１６時開催のご案内と出欠表を回覧いたします。 

是非とも皆様ご出席願います。 

  

5、次週以降の例会開催を確認致します。 

   ４月１０日（木）は、「夜例会」１８時３０分開会   場所：ル・ジャルダン 

      プログラム：「クラブの現況作成と能登支援活動について意見交換会」 

 

   ４月１７日（木）は、「昼例会」１２時開会 場所：江坂ゴルフセンターレストラン 

  プログラム：「創立記念例会企画について意見交換会」 

 

４月２４日（木）は、「夜例会」１８時３０分開会   場所：ル・ジャルダン 

プログラム：「相原正雄会員の卓話」 

 

6、決議審議会 決議案募集の案内を次年度 会長・幹事に提出します。ご確認下さい。 



 

＜ＳＡＡ報告＞                             水本 徹 SAA 

＜委員会報告＞ 

親睦委員会                              山本友亮 委員長 

このたびはお花見グルメの会にご参加いただき、誠にありがとうございました。 

皆様のご支援のおかげで、和気あいあいとした雰囲気で楽しいひとときを過ごすことが出来ま

したこと、心より感謝申し上げます。 

＜スマイルＢＯＸ＞ 

※ニコニコ奉仕金 

水島会員     本日、卓話担当です。 

高尾会員、小山会員   コメントなし 

※米山記念奨学会 

高尾会員     お花見例会楽しかったです。山本友亮親睦委員長ありがとうございました。 

藤田会員     日曜日のお花見グルメ会 楽しかったですね。 

山本雅之会員   コメントなし 

※メイプル基金 

山本友亮会員   水島さん、久々の卓話頑張って下さい。 

岸上会員     コメントなし 

※ロータリー財団 

相原会員     山本友亮委員長「お花見グルメ会」ありがとう。 

 

    



 
≪卓話≫                                 水島 洋 会員 

 

「千里メイプルロータリークラブ  社会奉仕活動のあゆみ」 

年 内容 

１９９８年 １９９８年６月２４日 ＲＩ（国際ロータリー）加盟認証 

～１９９９年 １９９８年９月１０日認証伝達式。 

チャーターナイトの記念事業として、識字率向上を目的に 

「日本スリランカ教育支援協会」協力する 

～２０００年 「日本スリランカ教育支援協会」に３０万円寄贈。 

「ダメ。ゼッタイ。」国連基金に３万円寄付。 

吹田市立「少年自然の家」へカヌーを寄贈。 

～２００１年 音楽を通じて親子の絆を深め、情緒を育むことを目的として 

「親と子のためのコンサート」を開催した。 

このコンサートには、吹田市内の幼児２２０名、保護者１３０名を招待して開

催し第２６６０地区から「優秀事業活動賞」を受賞した。 

～２００２年 箕面東部里山に「道標看板」を寄贈。 

箕面市養護老人ホームの花見会に参加し、同時にワイヤレス放送設備を寄贈し

た。 

～２００３年 箕面市と地域の活動サークルと連携しての里山ハイク。 

～２００４年 職業奉仕委員会と協同で中学生に職場体験を行うについて、会員企業が、職場

を提供し、体験指導に当たった。 

～２００５年 吹田５クラブ共同開催による「麻薬追放キャンペーン」に参加。 

一般市民４００名、ロータリアン１２０名が参加した。 

～２００６年 ＲＩ創立１００周年を記念して吹田５クラブ共同で桜の記念植樹を行った。 

～２００７年 佐川急便での環境対策の講演会出席他。 

～２００８年 地区活動への協力としてユネスコ寺子屋運動への募金、自殺防止センターへの

募金に参加した。 

～２００９年 ２００８年度の継続、新規事業はなし。 

～２０１０年 クラブとして「薬物乱用防止啓発活動」に取り組み、地区補助金とクラブ負担

金を合わせて３１万円の予算で掲示用パネル並びに啓発用ＤＶＤを購入し、学

校や保健所に寄付した。また、そのＤＶＤを使用して 

「薬物乱用防止教室」を大阪府立千里高等学校で開催した。 

～２０１１年 前年度に引き続き「薬物乱用防止教室」を吹田市立高野台中学校並びに大阪市

立淀商業高校で開催し、薬物乱用防止の啓発に効果を上げました。 

～２０１２年 吹田市、箕面市の教育委員会の協力を得て、両市の全中学校に薬物乱用防止啓

発リーフレットとＤＶＤを配布した。 

また、吹田市立千里丘中学校と箕面市立第四中学校での「薬物乱用防止教室」

を開催した。箕面市教育委員会より当クラブの活動に対しての感謝状が授与さ

れた。 

 

 



 

 
 

～２０１３年 吹田市立佐井寺中学校での「薬物乱用防止教室」に参加した。 

また、従前同様に薬物乱用防止啓発リーフレットとＤＶＤを吹田市・箕面市の

全中学校に配布した。大阪府知事よりこれらの活動に対する感謝状が授与され

た。 

福島２１ＲＣとのご縁ができ、東日本大震災の里親制度（ともしび）支援の要

望があったので、福島２１ＲＣにおける贈呈式に出席し５０万円を贈呈した。 

～２０１４年 ライラのホストクラブとなり、非常に多忙な一年となった。 

～２０１５年 大阪府が吉本新喜劇の若手タレントを使った「麻薬覚醒剤等乱用防止大阪大

会」に会員２名が参加し、啓発物品の製作費を援助した。 

福島２１ＲＣと協力し、福島市内の２中学校へ英和辞書１３０冊を寄贈した。 

また、福島２１ＲＣへの移動例会を実施し震災現場の視察を行った。 

～２０１６年 特になし。 

～２０１７年 福島２１ＲＣの１５周年記念式典に出席し、現地での除染活動の一助にという

ことで奉仕金の贈呈を行った。 

～２０１８年 熊本地震への災害義援金の送金をした。 

～２０１９年 特になし。 

～２０２０年 吹田市江坂に拠点をおく「一般社団法人 放課後Ｋｉｄｓ（子ども食堂）」を

支援した。支援金１０万円。 

大阪府新型コロナウイルス助け合い基金に２０万円を寄付した。 

また、大阪大学免疫異常研究助成として１０万円を寄付した。 

～２０２１年 引き続き「一般社団法人 放課後Ｋｉｄｓ（子ども食堂）」を支援した。 

支援金１５万円。 

 

＊ラオスや日本の子どもたちが、少しでもより幸せになれるように、微力ながら努力しようと思い

ます。今後ともご協力をお願いします。 

 

      

 

 

 


